
蘇

講●■

噛
』

㌧
　
郵

韓

難

薪♂畿

蕪

羅
鰯
灘
臨
醤
劉
－
・
鞭
鳩
麟
臼
，
．
鍵
、
灘

難難

騨
　　　　　葉

　
灘
灘
繍
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
購

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
　
　
難
　
・
驚
．
、
．
慧

毯
螺
と
彊
醐
溺
蕩
躍
腱
繍

～
麟
叢
　

鱗
姦
鰯
－
難
諜
購
琶
　
、
難
．

難繋

鞭灘
薙

難
熱
一

灘

鱗

、
懸

翻翻・1璽’翻lv，～矯1．騒鷹…耀1蜘臣

騙、1．翻，聴畷・、・、麟鑓騨謹

．藩熱．馨購醒霞講麟躍、『、瀬灘麟

　　　　　嚢　　　欝嚢．，羅羅難．
　　　囎　　　　　　鍵　嚢　…，奪　麗難　『　『3　　　　　摯　　　　灘
　　　　　難　　灘垂覇盟螺　　．圃　　・　　一，苓、
　　　　　　　蕪　　欝1、灘　　　　　認
　　　　　　　　　　　　　　　難　　　慧　　　　鎌　　　磁葦灘，　　　　P　　　　　藍
　　　　　　　　　　　　　　　　　鞭　　　難
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぺ　　　　じ　　　

縫懸　　　　．、　、．　、身錨・灘灘
　　　鞭雛繊獺嚢灘灘　　　・　　　郵・・羅一．、”脳

　　　　　　　　　《人口の動き》　男3，019（一2）女3，052（一3）計6，071（一5）世帯数1，665（一5）

　　　　　　　　　　11月1日現在　　出生2　死亡8　転入22　転出21
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昭
和
61
舘
憂
が
ら

松
代
高
等
学
校
煽
纏
響
孟
搬
募
禦
纒

　
学
級
減
を
し
ば
ら
く
延
期
し
て
ほ

し
い
と
い
う
陳
情
で
、
県
内
の
2
2
市

町
村
か
ら
、
6
、
0
9
6
名
の
方
々

の
署
名
を
頂
き
、
県
議
会
事
務
局
に

署
名
簿
を
提
出
す
る
と
共
に
、
松
代

高
等
学
校
後
援
会
長
の
秋
山
利
作
町

長
が
、
県
議
会
総
務
文
教
委
員
会
で

口
頭
陳
情
も
行
い
ま
し
た
が
、
地
域

に
お
け
る
生
徒
数
の
激
減
と
い
う
、

厳
し
い
現
実
は
如
何
ん
と
も
し
難
く
、

遂
に
一
学
級
減
が
決
定
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
再
三
に
わ
た
る
陳
情
に
よ
り
、
二

学
級
募
集
に
な
り
ま
し
て
も
、
独
立

校
と
し
て
の
存
続
の
見
通
し
は
つ
い

て
お
り
ま
す
が
、
今
回
同
じ
く
一
学

級
減
と
な
り
ま
し
た
松
之
山
分
校
の

こ
と
も
考
え
併
せ
ま
す
と
、
ま
す
ま

す
生
徒
数
減
少
の
傾
向
に
あ
る
、
東

頸
城
東
部
地
域
の
状
況
か
ら
み
て
、

一
校
の
み
の
問
題
に
止
ま
ら
ず
、
地

域
全
体
と
し
て
、
高
校
教
育
の
振
興

を
推
進
す
る
時
期
に
来
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

町．ρ

青少年健全育成
　　巡回キャラバン隊

　
十
一
月
の
青
少
年
健
全

育
成
強
化
月
間
運
動
行
事

の
一
環
と
し
て
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
が
n
月
8
日
松
代
町

を
訪
問
－
町
役
場
で
は
キ

ャ
ラ
バ
ン
隊
の
代
表
よ
り

総
務
長
官
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
青
少
年
育
成
県
民
会
議

役
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
町
長
・
町
民
会
議
会
長

に
そ
れ
ぞ
れ
手
渡
さ
れ
、

鈴
木
町
助
役
と
市
川
明
治

町
民
会
議
会
長
よ
り
キ
ャ

ラ
バ
ン
隊
員
1
0
名
に
対
し

活
動
の
激
励
と
青
少
年
行

政
に
対
す
る
あ
い
さ
つ
を

　
た
だ
い
た
。
そ
の
後
総

合
セ
ン
タ
ー
に
於
て
町
民

会
議
と
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が

青
少
年
団
体
の
現
状
等
に

つ
い
て
懇
談
し
た
。文部省勤労体験学習研究

指定校に指定される

　　　（昭和60～61年度）
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鐵…

総合健診結果昭和60年度

　
今
年
も
7
月
に
総
合
健
診
を
実
施

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
一
般
健
診
は
全
体
で
8
0
・
0
％
の

人
が
受
診
し
、
そ
の
内
訳
は
表
の
通

り
で
す
。
指
摘
さ
れ
る
病
気
の
多
く

は
や
は
り
高
血
圧
・
心
臓
血
管
系
の

も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
成
人
病
（
習
慣

病
）
と
言
わ
れ
る
も
の
で
す
。
「
い
つ

も
の
こ
と
だ
」
と
、
あ
ま
り
気
に
せ

ず
放
置
し
て
し
ま
う
人
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
又
、
「
血
筋
だ
」
と
あ
き

ら
め
て
し
ま
う
人
も
多
い
の
で
す
。

で
も
、
こ
れ
ら
は
日
頃
の
習
慣
が
原

因
と
な
る
も
の
で
す
か
ら
、
あ
き
ら

め
ず
日
頃
か
ら
の
心
が
け
を
し
て
ほ

対象者 受診者 受診率
一般診査（一次） 　　人3，179 　　人2，543 80．8％

精密検査（二次） 　　人1，663 精検率　65．4％

胃がん検診 　　人3，641 　人819 22．5％

婦人科検診 　　人2，259 　人509
22．5％

母性貧血検査 　人376 　人313 83．2％

し
い
も
の
で
す
．

　
が
ん
検
診
で
は
胃
が
ん
の
受
診
率

22

・
5
％
、
婦
人
科
2
2
・
5
％
で
し

た
。
こ
れ
は
昨
年
に
比
べ
ど
ち
ら
も

2
～
4
％
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
「
が

ん
」
が
そ
の
人
の
生
命
を
奪
う
ま
で

に
成
長
す
る
ま
で
に
は
、
数
年
か
か

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら

年
一
度
の
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と

は
早
期
発
見
の
た
め
に
は
絶
対
必
要

な
こ
と
な
の
で
す
。

　
母
性
貧
血
検
査
で
は
貧
血
と
指
摘

さ
れ
た
人
が
年
々
減
少
し
、
今
年
は

血
色
素
、
ヘ
マ
ト
ク
リ
フ
ト
の
2
項

目
で
み
る
と
1
2
・
8
％
で
し
た
。
し

か
し
、
今
年
か
ら
4
0
才
以
上
の
婦
人

異8．5

常％
な
し　要観察

　H．0％、

精密検査の結果

要医療
49．8％

導指要

30．7％

全
員
に
対
し
て
も
貧
血
の
有
無
を
調

べ
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
含
め
る
と
ま

だ
相
当
の
人
が
貧
血
状
態
を
呈
し
て

お
り
、
ま
た
そ
の
こ
と
を
さ
し
て
気

に
と
め
な
い
人
も
多
い
の
で
す
。
貧

血
は
油
断
禁
物
で
す
。

　
年
に
一
回
の
健
診
は
自
分
の
健
康

管
理
上
、
絶
対
欠
か
せ
な
い
も
の
で

す
．
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
年
各
種

健
診
を
受
け
る
人
の
数
は
伸
び
悩
み

且
つ
受
診
者
の
固
定
化
が
み
ら
れ
る

の
が
現
状
で
す
。
是
非
、
年
一
回
の

健
診
と
そ
の
後
の
健
康
管
理
に
つ
と

め
て
下
さ
い
。
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第
目
僅
秘
縫
曝
奮
辰
葉
貰

　
　
室
野
欝
生
瞭
産
醜
組
恐
霧
が
－

　
　
　
　
　
　
表
！
彰
き
－
雑
，
－
る

　
農
業
の
近
代
化
を
目
指
し
、
あ
す

の
農
業
の
担
い
手
と
な
る
優
れ
た
農

業
者
、
団
体
を
表
彰
す
る
松
代
町
農

業
賞
に
、
本
年
度
は
室
野
生
産
組
合

（
組
合
長
斉
木
真
一
氏
、
組
合
員
4
7
名
）

が
選
ば
れ
、
n
月
3
日
、
町
農
業
祭

で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
室
野
生
産
組
合
で
は

最
も
早
く
か
ら
本
格
的
な
農
業
生
産

組
織
と
し
て
、
昭
和
51
年
に
組
織
さ

れ
、
本
年
で
1
0
周
年
目
を
迎
え
組
合

員
の
農
業
生
産
性
の
向
上
に
活
躍
し

て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で
組
合
の
概

要
を
紹
介
し
ま
す
。

　
室
野
地
区
は
、
昭
和
5
0
年
か
ら
ほ

場
整
備
事
業
に
取
り
組
み
、
団
体
営
、

県
単
等
の
国
県
の
補
助
事
業
に
よ
り

約
50
㎏
の
整
備
を
昭
和
54
年
ま
で
、

5
力
年
間
か
け
て
完
了
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
な
い
農
業
経
営
の
近
代

化
を
図
る
た
め
、
基
盤
整
備
実
施
受

益
者
を
主
と
す
る
室
野
生
産
組
合
を

組
織
さ
れ
、
昭
和
52
年
度
よ
り
、
特

定
農
山
村
振
興
対
策
事
業
に
取
り
組

み
、
ト
ラ
タ
タ
ー
、
田
植
機
、
コ
ン

バ
イ
ン
、
乾
燥
機
な
ど
機
械
化
稲
作

の
一
貫
作
業
体
系
を
実
現
さ
れ
ま
し

た
。　
ま
た
、
昭
和
54
年
度
に
は
、
町
が

建
設
し
た
育
苗
セ
ン
タ
ー
の
管
理
を

受
託
し
、
毎
年
30
㎞
、
5
、
4
0
0

枚
の
種
苗
の
苗
出
し
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

　
機
械
施
設
の
運
転
技
術
及
び
育
苗

技
術
も
年
々
向
上
し
て
お
り
、
反
収

の
増
加
と
労
働
時
間
の
低
減
に
よ
り

生
産
性
は
以
前
よ
り
向
上
し
て
お
り

ま
す
。

　
当
町
の
よ
う
な
山
間
地
は
平
場
と

比
べ
土
地
条
件
が
悪
い
中
に
あ
っ
て
、

基
盤
整
備
と
経
営
近
代
化
施
設
の
整

備
は
必
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
実
施

が
困
難
で
あ
る
中
に
お
い
て
、
い
ち

早
く
生
産
組
合
を
結
成
さ
れ
て
、
こ

れ
に
取
り
組
み
、
水
稲
の
生
産
性
の

向
上
を
立
証
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
が
今
後
組
織
化
を
目
指

す
、
町
内
の
各
集
落
の
良
き
範
で
あ

り
、
波
及
性
は
大
き
い
と
認
め
ら
れ

表
彰
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
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福
島
は
町
内
で
は
比
較
的
土
地
条

件
の
良
い
と
こ
ろ
で
、
早
く
か
ら
圃

場
整
備
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
約

八
割
が
完
了
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
農
作
物
は
昔
か
ら
の
個

々
の
機
械
に
よ
る
自
己
完
結
型
と
な

っ
て
お
り
、
高
令
化
・
兼
業
化
が
進

み
、
農
作
業
に
困
難
を
き
た
す
状
態

も
で
て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
地
域
農
業
集
団
育
成
事

業
の
実
施
の
中
で
、
あ
す
の
村
の
農

業
を
ど
う
す
る
か
二
ヶ
年
間
に
わ
た

り
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
結
果
、
中

核
者
十
五
名
を
中
心
と
す
る
生
産
組

織
を
結
成
し
、
村
中
の
農
作
業
を
機

械
化
、
一
貫
作
業
体
系
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ト
ラ
ク
タ
ー
一
台

・
コ
ン
バ
イ
ン
ニ
台
・
ハ
ー
ベ
ス
タ

ー
一
台
を
自
力
で
購
入

し
、
本
年
度
農
村
地
域

定
住
促
進
対
策
事
業
に

よ
り
、
乾
燥
調
整
施
設

を
建
設
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
で
部
落
全
部
の

約
二
十
㎞
の
農
作
業
を

生
産
組
合
が
行
う
こ
と

が
出
来
ま
す
．

　
こ
れ
か
ら
の
松
代
町

農
業
も
、
福
島
生
産
組

合
の
よ
う
に
、
部
落
ぐ

る
み
が
、
中
核
者
を
中

心
に
助
け
合
い
な
が
ら

農
業
振
興
を
図
っ
て
ゆ

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

難

鑛
難

農定事業による犬伏共同駐車場（28台）

農定事業による福島多目的集会施設

県
単
事
業

　
　
小
荒
戸
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

農
定
事
業
に
よ
る

　
　
孟
地
多
目

的
集
会
施
設

　
　
　
　
　
　
　
灘

」噛灘撞

・
欝
藩
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（S60．11．7現在）単位：袋／30kg60年産米売渡状況
限度数量 売渡数量 売　　渡　　の　　内　　訳

等　級　別　売　渡　数　量

1　等 上位等級比率 2　等 3　等 規格外

う
　
　
　
る
　
　
　
ち
　
　
　
米

（81，072）

81，020

限度内

（76，701）

74，928

規格外
（155）

487

政府米 その他うるち 23，441 1，196 5．1 18，729 3，113 403

自
主
流
通
米

越　路　早　生 2，528 2，261 89．4 267

コシヒカ　リ 19，465 17，458 89．7 2，007

越　み　の　り 916 708 77．3 208

ホウネンワセ 2，507 2，507 100．O

トドロキワセ 11，154 11，154 100．0

新　潟　早　生 6，213 6，213 100．O

はつこしじ 143 ．143 100．0

アキニシキ 7 7 100．O

五　百　万　石
8，741 95．8 1，581 7，076 84

300 ㊥A70㊥B195 水C35
小計

（81，072）

81，020

（76，856）

75，415
75，415 41，647 66．7 22，862 10，384 522

も
ち
米

（2，905）

2，965

限又内
（2，640）

2，358

規格外
（31）

　65

自
主
流
通
米

こがねもち 2，369 442 18．7 1，586 285 56

その他もち 54 38 7 9
陸　　も　　つ O

小計
（2，905）

2，965

（2，671）

2，423
2，423 442 18．2 1，624 292 65

合計
（83，977）

83，985

（79，527）

77，838
77，838 42，089 65．2 24，486 10，676 587

注1．酒米の2等、3等は上位等級に含む。
　2．（）内の数字は前年度産米数量である。

七
ペ
ー
ジ
ヘ
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六
ペ
　
　
ジ
よ
り

過去5ヶ年の米の売渡状況主な晶種の作付状況
作付面積
　　（ha）

売渡実績
　　（袋）

限度数量
　　（袋）

限度数量
　　（％）

作況指数

56 762 70，912 95，764 74．0 94

57 741 88，134 95，180 92．6 108

58 745 75，221 94，296 79．8 96

59 729 79，527 84，900 93．7 102

60 716 77，838 83，985 92．7 （携）

、

品　　　　　　種 作付面積 作付比率

コ　シ　　ヒ　カ　　リ 　ha228．8 31．9％

ト　ド　ロ　キ　ワ　セ 192．4 26．9

新　　潟　　早　　生 107．8 15．0

五　　百　　万　　石 57．O 8．0

こ　が　ね　も　ち 49．3 6．9

ホ　ウ　ネ　ン　ワ　セ 29．O 4．0

越　　路　　早　　生 22．1 3．1

そ　　　の　　　他 30．1 4．2

計 716．5 100．0

　
松
代
町
の
基
幹
作
物
の
水
稲
の
振

興
を
図
り
、
栽
培
技
術
と
生
産
意
欲

の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
本
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
た
。

　
共
励
会
に
は
、
町
内
の
農
協
青
壮

年
部
の
推
せ
ん
を
受
け
た
農
家
が
応

募
し
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
部
で
二
十
四

点
、
五
百
万
石
で
二
十
三
点
の
併
せ

て
四
十
七
点
が
春
か
ら
多
収
穫
の
技

術
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
坪
刈
に
よ
る
十
ア
ー
ル
当
り
の
収

量
に
よ
り
審
査
さ
れ
、
最
優
秀
賞
に

は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
部
で
反
収
六
一

一
・
四
㎏
を
あ
げ
た
儀
明
の
小
堺
長

一
さ
ん
が
、
五
百
万
石
の
部
で
五
八

五
・
九
㎏
の
寺
田
の
井
上
修
平
さ
ん

が
獲
得
さ
れ
、
そ
の
ほ
か
優
秀
な
農

家
と
共
に
去
る
十
一
月
三
日
の
町
農

業
祭
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

井上修平氏小堺長一氏

部落名 氏　　　名
10アール当り

精玄米重

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
部

最優秀賞 儀　明 小　堺　長　一 611．4kg

優　秀　賞 峠 牧　田　和　男 595．1

〃 田　沢 高　橋　了　一 593．0

優　良　賞 蒲　生 柳　　　新一郎 587．9

〃 蓬　平 若　井　信　夫 574．6

〃 峠 牧　田　克　己 572．O

五
百
万
石
の
部

最優秀賞 寺　田 井　上修　平 585．9

優　秀　賞 松　代 市　川　平三郎 577．2

〃『 〃 小　堺　貞　男 539．1

優　良　賞 小　貫 小　山　光彦 538．7

〃 桐　山 桑　原　貞　男 537．5

〃 会　沢 小野島　利　雄 536．3
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去
る
十
月
二
十
四
日
㈲
に
松
代
町

総
合
セ
ン
タ
ー
で
松
代
町
青
少
年
育

成
町
民
会
議
の
二
部
会
（
総
務
環
境

改
善
・
健
全
育
成
）
が
一
緒
に
な
っ

て
部
会
を
開
催
し
た
。

　
参
加
者
は
総
勢
四
〇
名
で
従
来
の

一
日
の
日
程
を
今
年
は
半
日
で
行
う

事
に
な
っ
た
。
日
程
的
に
は
大
変
忙

し
い
部
会
で
は
あ
っ
た
が
、
分
科
会

で
の
討
議
内
容
は
そ
の
分
、
両
分
科

会
と
も
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

た
様
に
思
う
。

　
以
下
両
分
科
会
の
討
議
内
容
と
そ

の
後
行
わ
れ
た
講
演
会
の
内
容
を
紹

介
し
ま
す
。

　
◎
総
務
環
境
改
善
部
会

一
、
町
民
会
議
は
、
ど
の
よ
う
な
行

　
事
を
計
画
し
進
め
て
い
く
こ
と
が

　
最
も
の
ぞ
ま
し
い
か
。

　
ω
町
の
自
然
や
大
地
を
生
か
し
た

健
全
育
成
（
ト
リ
ム
コ
ー
ス
・
オ
リ

エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
な
ど
の
野
外
活
動

の
推
進
）

　
㈹
他
町
村
と
の
体
験
学
習
交
歓
会

二
、
青
少
年
育
成
活
動
の
指
導
者
育

　
成
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
。

　
ω
単
位
子
ど
も
会
の
長
を
指
導
者

と
し
、
そ
の
人
達
を
対
称
に
し
た
指

導
者
研
修
の
充
実
を
図
る
。

　
㈲
中
高
校
生
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成

三
、
青
少
年
の
育
成
に
町
民
か
ら
関

　
・
い
を
も
っ
て
も
ら
う
に
は
ど
う
し

　
’
　
た
ら
よ
い
か
。

　
ω
よ
り
多
く
の
町
民
に
総
会
や
部

会
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
話
し
た
り
、

聞
い
た
り
す
る
事
に
育
成
の
意
義
が

あ
る
の
で
会
員
等
の
方
々
の
呼
び
か

け
に
よ
り
こ
れ
ら
の
会
に
関
心
を
も

っ
て
い
た
だ
く
よ
う
呼
び
か
け
る
。

　
⑭
各
種
団
体
と
の
連
絡
調
整
を
図

り
各
団
体
で
青
少
年
育
成
に
つ
い
て

話
し
合
い
の
機
会
を
持
っ
て
い
た
だ

く
。四
、
地
域
に
は
子
ど
も
を
不
良
化
す

　
る
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
そ
の

　
原
因
は
何
か
、
そ
れ
を
と
り
の
ぞ

　
く
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

　
ω
現
在
町
に
は
非
行
の
問
題
が
地

域
の
方
々
の
努
力
に
よ
り
少
な
い
、

し
か
し
非
行
の
問
題
は
地
域
に
限
ら

ず
育
っ
て
い
く
過
程
、
友
達
関
係
、

社
会
環
境
等
に
よ
り
増
加
す
る
可
能

性
が
あ
る
の
で
地
域
ぐ
る
み
で
環
境

の
改
善
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ω
社
会
環
境
、
家
庭
環
境
の
変
化

に
よ
り
家
族
団
ら
ん
の
機
会
が
非
常

に
少
な
く
な
っ
て
来
て
い
る
。
子
供

白
書
に
よ
る
と
家
で
楽
し
い
か
2
2
％

全
員
揃
っ
て
夕
食
を
す
る
か
2
0
％
な

ど
家
庭
に
帰
っ
て
も
楽
し
く
な
い
子

供
達
が
増
え
て
い
る
。
又
最
近
は
物

質
的
豊
か
さ
を
重
視
す
る
風
潮
が
あ

る
の
で
心
の
豊
か
さ
を
追
求
す
る
こ

と
も
重
要
で
あ
る
。

　
⑥
規
則
に
し
ぼ
ら
れ
て
い
な
い
だ

ろ
う
か
、
あ
る
程
度
の
自
由
を
与
え

る
こ
と
は
大
人
へ
の
成
長
の
ス
テ
ッ

プ
で
あ
る
。
大
人
は
暖
か
く
見
守
る

事
も
大
切
だ
．

　
㈲
非
行
問
題
等
の
事
実
だ
け
を
せ

め
ず
、
そ
の
原
因
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
う
事
も
大
切
で
あ
る
。

　
◎
健
康
育
成
部
会

一
、
松
代
町
に
は
ど
ん
な
青
少
年
の

　
問
題
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　
ω
具
体
的
に
は
問
題
が
少
な
い
が

都
市
部
で
の
非
行
が
交
通
網
の
整
備

等
に
よ
り
や
が
て
こ
の
山
村
に
も
起

こ
る
事
が
考
え
ら
れ
る
。
地
域
ぐ
る

み
で
指
導
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

　
⑭
親
の
勉
強
に
対
す
る
過
干
渉
が

考
え
ら
れ
る
。
勉
強
の
み
だ
け
で
な

く
家
庭
内
の
仕
事
に
対
し
役
割
分
担

を
考
え
る
事
も
大
切
で
あ
る
。

二
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
は
ど
ん

　
な
事
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　
ω
あ
い
さ
つ
運
動
の
実
施
（
ま
ず

大
人
の
方
か
ら
率
先
し
て
あ
い
さ
つ

を
行
う
。
こ
れ
ら
は
短
期
間
の
み
に

終
ら
ず
長
期
間
に
実
施
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
）

　
⑭
き
ち
ん
と
し
た
生
活
習
慣
の
指

導
（
食
事
の
時
の
ハ
シ
の
持
ち
方
等
）

　
㈹
作
る
喜
び
、
働
く
喜
び
を
持
た

せ
る
。
（
実
習
畑
、
子
供
農
園
で
汗
を

流
し
共
に
働
く
喜
び
を
体
験
さ
せ
る
）

三
、
明
る
い
家
庭
づ
く
り
は
ど
う
あ

　
れ
ば
よ
い
か
。

　
ω
親
と
子
の
対
話
の
機
会
を
よ
り

多
く
持
つ
事
が
大
切
。

　
㈹
家
庭
内
、
家
庭
間
で
あ
い
さ
つ

を
か
わ
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
9
ペ
ー
ジ
ヘ
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八
ペ
ー
ジ
よ
り

　
㈹
家
事
分
担
な
ど
や
共
同
作
業
に

よ
り
仕
事
の
苦
し
さ
楽
し
さ
を
家
族

全
員
で
分
か
ち
合
う
。

　
＠
親
の
一
方
的
な
押
し
つ
け
は
望

ま
し
く
な
い
。
良
く
見
て
良
く
聞
い

て
や
る
事
が
大
切
で
あ
る
。

　
㈲
し
か
る
事
を
少
な
く
し
直
接
的
、

間
接
的
に
ほ
め
る
様
心
掛
け
る
。

四
、
子
ど
も
会
の
育
成
に
は
ど
ん
な

　
問
題
が
あ
り
、
ど
う
す
る
こ
と
が

　
最
も
よ
い
か
．

　
ω
子
ど
も
会
の
育
成
者
が
干
渉
し

過
ぎ
る
場
合
が
多
い
。
失
敗
し
て
も

よ
い
か
ら
子
供
自
身
の
活
動
の
場
を

持
っ
た
子
供
会
に
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。

　
ω
人
数
が
年
々
少
な
く
な
っ
て
き

て
お
り
、
組
織
づ
く
り
が
出
来
に
く

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
学
校
区
単
位

で
の
子
供
会
組
織
も
あ
っ
て
よ
い
の

で
は
な
い
か
．

　
◎
部
会
講
演
会

一
、
講
師
　
上
越
市
社
会
教
育
委
員

　
　
　
　
　
　
徳
山
　
天
真
殿

二
、
演
題
　
青
少
年
の
健
全
育
成
に

　
　
　
　
　
つ
い
て

　
演
題
の
内
容
に
つ
い
て
は
講
師
先

生
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
た
お
話
し
を

混
え
、
次
の
様
な
お
話
を
し
て
い
た

だ
い
た
。

　
健
全
育
成
と
は
社
会
の
言
貝
と
し

て
自
分
の
将
来
に
対
し
て
や
る
気
の

あ
る
自
発
的
な
気
骨
の
あ
る
青
少
年

に
育
て
る
事
が
大
切
で
あ
る
が
、
現

在
は
物
質
的
な
豊
さ
だ
け
を
追
い
求

め
た
り
親
は
過
保
護
、
過
干
渉
、
過

期
待
を
子
供
に
対
し
し
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
家
庭
に
あ
っ
て

は
人
ま
ね
し
な
い
自
分
の
家
庭
の
経

済
に
あ
っ
た
方
針
で
子
供
を
育
て
、

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
通
し
、
親
と
子
の

対
話
を
図
る
事
が
大
切
で
、
お
互
に

信
頼
出
来
る
家
族
で
あ
る
事
が
望
ま

し
い
。

　
又
、
し
か
る
事
は
出
来
る
だ
け
さ

け
、
ほ
め
る
事
を
実
行
し
て
も
ら
い

た
い
。
科
学
的
・
合
理
的
な
現
在
の

世
の
中
で
は
あ
る
が
、
目
に
見
え
な

い
自
然
の
恵
み
に
も
感
謝
す
る
生
活

を
教
え
る
事
も
大
切
で
あ
る
。
又
、

学
校
、
社
会
教
育
に
も
ふ
れ
、
学
校

で
の
基
礎
教
育
の
大
切
さ
、
事
の
善

悪
に
対
す
る
道
徳
教
育
の
推
進
、
美

し
い
自
然
に
対
す
る
情
操
教
育
の
推

進
や
自
然
体
験
学
習
や
勤
労
体
験
を

行
う
必
要
な
ど
の
社
会
教
育
に
対
し

て
も
お
話
を
い
た
だ
き
、
参
加
し
た

会
員
の
皆
さ
ん
が
時
間
を
忘
れ
る
程

の
内
容
で
あ
っ
た
。

　
最
後
に
会
長
よ
り
今
日
の
話
し
合

い
を
後
日
運
営
委
員
会
で
検
討
し
、

来
年
度
の
町
民
会
議
が
よ
り
一
層
充

実
し
た
会
に
な
る
よ
う
努
力
し
た
い

と
挨
拶
さ
れ
、
午
後
四
時
半
部
会
を

終
了
し
た
．

　
総
務
環
境
改
善
部
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
小
堺
　
勇
治
郎

　
健
全
育
成
部
会
長
　
本
山
　
祖
道

爵代

　8

襟購＼識繊難護遙難纐繕

　
マ
イ
コ
ン
や
ワ
ー
プ
ロ
を
導
入
し

た
企
業
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
社

員
に
操
作
や
活
用
法
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
に
研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
は
、

年
輩
の
管
理
職
の

人
が
、
自
分
の
子

供
の
よ
う
な
若
い

指
導
者
か
ら
、
た

っ
ぷ
り
と
し
ご
か

れ
る
と
い
っ
た
光

成人と生涯学習

労
働
組
合
の
あ
る
企
業
で
は
、
組
合

の
理
解
や
協
力
を
得
や
す
い
と
い
う

条
件
も
あ
っ
て
、
社
員
に
対
す
る
研

修
が
企
業
内
教
育
と
し
て
行
わ
れ
る

ケ
ー
ス
も
多
い
よ
う
で
す
。
労
働
省

の
調
査
に
よ
る
と
、
十
社
の
う
ち
九

社
の
企
業
が
何
ら
か
の
形
で
教
育
訓

練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
企
業
の
教
育
や
研
修

は
、
社
員
の
質
を
高
め
、
仕
事
を
よ

り
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
た
い
へ
ん

重
要
で
す
。
し
か
し
、
企
業
に
勤
め

る
人
は
、
企
業
内
教
育
を
受
け
る
こ

と
だ
け
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、
自

ら
の
成
長
の
た
め
に
も
”
生
涯
学
習
”

の
観
点
に
立
っ
た
学
習
を
心
が
け
て

仕
事
以
外
の

学
習
に
目
を
む
け
よ
う

景
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
技
術
革
新

が
急
速
に
進
み
、
社
会
や
経
済
が
め

ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
る
今
日
で

は
、
学
校
で
修
得
し
た
知
識
や
技
術

だ
け
で
は
間
に
合
わ
ず
、
絶
え
ず
学

習
を
続
け
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
ま

す
。
世
は
、
ま
さ
に
生
涯
学
習
の
時

代
な
の
で
す
。

　
　
　
盛
ん
な
教
育
訓
練

　
特
に
日
本
の
場
合
、
長
期
雇
用
が

一
般
的
な
の
で
、
企
業
、
社
員
と
も

に
教
育
訓
練
に
は
熱
心
で
す
。
ま
た
、

い
き
た
い
も
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
平

均
寿
命
が
伸
び
た
こ
と
に
よ
っ
て
退

職
後
の
人
生
が
長
く
な
り
、
老
後
の

生
活
設
計
の
た
め
に
も
若
い
こ
ろ
か

ら
の
学
習
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
か

ら
で
す
。

　
”
企
業
人
”
と
し
て
だ
け
で
な
く

”
一
人
の
人
間
”
と
し
て
の
知
識
や

資
質
を
備
え
る
　
　
そ
の
た
め
に
は
、

仕
事
か
ら
離
れ
た
分
野
に
も
常
に
ア

ン
テ
ナ
を
張
り
め
ぐ
ら
す
生
涯
学
習

の
実
践
が
重
要
な
の
で
す
。

　
　
豊
か
な
学
習
環
境
を

　
　
　
　
　
　
上
手
に
利
用

　
成
人
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習
で

き
る
機
会
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

都
道
府
県
や
市
町
村
が
開
設
す
る
学

級
や
講
座
、
大
学
や
高
校
の
公
開
講

座
、
社
会
通
信
教
育
、
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
自

分
が
学
習
し
た
い
と
思
う
内
容
や
レ

ベ
ル
、
そ
し
て
自
分
に
合
っ
た
学
習

方
法
を
考
え
て
利
用
し
た
い
も
の
で

す
。　
一
方
、
本
を
読
ん
だ
り
、
放
送
番

組
を
視
聴
し
た
り
す
る
、
い
わ
ゆ
る

”
個
人
学
習
”
も
お
ざ
な
り
に
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
日
本
は
他
の
先
進
諸
国
に
比
べ
て
、

社
会
、
経
済
、
科
学
な
ど
の
出
版
物

の
数
が
多
い
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り

ま
す
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
は
、
教

育
・
教
養
番
組
も
数
多
く
放
送
さ
れ

て
お
り
、
番
組
の
テ
キ
ス
ト
の
中
に

は
百
万
部
以
上
売
れ
て
い
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
豊
か
な
学
習
環
境
を
上

手
に
利
用
し
て
、
自
ら
の
学
習
に
役

立
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

永
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鋒
．
一
密
蟻

難噸

謡
瀦
　
》
　
．
、
賦

　
　
．
、
　
ズ
　
　
　
＼
N
　
玩
　
　
　
・
．
　
転

き
桜
～
　
、
翻
孤
、
驚
る
一
．

　
　
・
》

鰍
糠
糠
鰭
．
融
嬬
締
融
櫃
　
鰭

黛
濡
彰
膨
鰍
多
識
～
☆
げ
．

跳
舞
多
－
　
＼
獣
　
　
　
■
　
》
鰯

黙
緬
鎌
懸
鱗
賑
繕

燕勝

鍵
講
灘
ノ
諺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誓
、
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
継
　
紹

　
　
　
　
　
　
　
齢
，
撚
霧
、

籍
、
　
欝
《
館
諺
㌶
　
　
懸
．

、
．
郷
・
瀬
繊
鍵
・
鱗

　
我
が
郷
土
莇
平
に
は
、
由
来
を
表

わ
す
地
色
が
数
多
く
残
っ
て
い
る
。

古
老
の
口
伝
と
を
併
せ
て
、
部
落
の

来
歴
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
莇
（
杓
杞
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
）

の
豊
か
な
自
生
地
と
思
い
き
や
、
莇

平
に
は
葡
草
は
あ
っ
て
も
莇
の
植
物

は
何
処
に
も
見
当
ら
な
い
。
然
も
莇

は
国
字
で
あ
っ
て
漢
字
で
は
な
い
の

で
あ
る
。
か
つ
て
、
莇
岳
を
訪
ね
れ

ば
莇
の
ル
ー
ツ
が
解
明
出
来
た
か
も

と
、
思
っ
た
が
今
は
そ
れ
も
不
可
能

望
み
薄
で
あ
る
．

　
さ
て
、
部
落
の
背
後
に
在
る
山
を

ソ
が
峯
と
呼
ん
で
い
る
。
蘇
我
氏
を

逃
れ
た
藤
原
一
族
の
残
党
が
居
を
構

え
た
所
だ
と
云
い
、
裏
付
け
る
炊
飯

の
跡
が
今
も
残
っ
て
い
る
。
部
落
か

ら
は
容
易
に
往
来
出
来
な
が
ら
、
遠

望
絶
佳
蘇
我
見
張
に
格
好
の
所
で
あ

る
。　
都
へ
の
望
郷
の
念
断
ち
難
い
藤
原

氏
は
、
朝
廷
か
ら
賜
っ
た
文
字
の
藤

を
捨
切
れ
ず
、
と
云
っ
て
も
使
用
を

は
ば
か
り
、
簡
略
化
し
た
莇
と
、
地

形
を
表
わ
す
平
と
を
用
い
た
の
だ
と

云
わ
れ
ま
す
。
平
は
平
地
に
解
い
さ

れ
そ
う
だ
が
、
万
葉
集
に
依
れ
ば
急

傾
斜
地
を
平
（
ひ
ら
）
と
呼
ん
で
い

ま
す
。
そ
し
て
部
落
に
は
随
所
に
平

の
地
名
が
あ
る
。
半
の
木
平
、
真
中

平
、
真
荻
平
、
三
枚
平
、
裏
側
に
は

酪
平
も
あ
る
。

　
今
は
楽
し
い
鳥
追
い
ド
ン
ド
焼
き

の
小
正
月
行
事
で
あ
る
が
、
か
つ
て

の
鳥
追
い
は
必
死
の
様
相
だ
っ
た
。

　
絶
滅
に
近
い
ト
キ
、
優
雅
な
舞
い

も
沢
山
い
れ
ば
、
農
作
物
を
荒
ら
し
、

貧
し
い
暮
ら
し
を
一
層
追
い
詰
め
る

悪
魔
の
鳥
だ
と
古
老
は
語
っ
て
い
た
。

鳥
追
い
は
雀
鳥
で
な
く
ト
キ
の
追
っ

払
い
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
部
落
を
中
心
と
し
正
三
角
形
の
頂

点
に
当
る
部
分
夫
々
に
、
う
っ
そ
う

と
し
た
ぶ
な
林
が
茂
り
ト
キ
（
ど
う

の
鳥
と
呼
ん
で
い
た
）
の
大
群
が
生

息
し
て
い
た
と
云
う
地
名
が
残
さ
れ

て
い
る
。

　
然
し
、
地
名
も
時
代
と
共
に
変
わ

り
余
程
要
心
し
な
い
と
忘
れ
去
ら
れ

て
し
ま
う
。
測
点
と
な
る
三
角
点
の

標
石
が
置
か
れ
て
か
ら
は
、
専
ら
三

角
点
と
呼
ば
れ
、
鷹
場
と
呼
ぷ
人
が

少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
交

通
の
要
所
で
も
な
け
れ
ば
街
道
筋
で

も
な
い
莇
平
城
は
、
城
と
云
う
も
の

で
な
く
ほ
ん
の
峰
火
場
程
度
だ
っ
た

の
か
も
知
れ
な
い
。
だ
が
小
規
模
な

が
ら
も
一
応
は
城
跡
ら
し
い
体
裁
は

整
っ
て
い
る
。
東
西
に
延
び
る
尾
根

伝
い
、
南
北
は
切
り
立
っ
た
壁
で
川

原
ま
で
、
監
視
の
目
が
届
く
絶
好
の

1ー

ペ
ー
ジ
ヘ
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1
0
ペ
ー
ジ
よ
り

場
所
。
空
堀
と
思
わ
れ
る
様
な
場
所

も
あ
る
。
東
南
側
道
路
で
、
二
百
米

位
下
っ
た
所
に
は
墳
墓
地
が
あ
り
、

途
中
に
は
見
張
り
侍
達
の
住
居
と
思

わ
れ
る
所
も
あ
る
が
、
云
い
伝
え
も

な
く
地
形
に
依
る
推
測
の
域
を
出
な

い
の
が
口
階
し
い
。

　
雨
降
れ
ば
名
前
の
示
す
通
り
の
地

形
で
あ
る
か
ら
、
幾
つ
か
の
名
滝
が

出
現
す
る
。
十
米
い
や
二
十
米
決
し

て
他
所
様
に
劣
ら
な
い
景
観
で
あ
る

が
、
農
作
業
の
往
来
に
は
難
渋
し
、

幾
多
の
命
を
奪
っ
た
憎
い
滝
で
も
あ

る
。
落
命
し
た
人
の
霊
を
弔
っ
て
其

の
人
の
名
が
付
け
ら
れ
、
供
養
と
注

意
の
喚
起
が
込
め
ら
れ
て
い
る
事
は

有
難
い
事
で
も
あ
り
、
無
名
の
滝
と

対
称
的
で
も
あ
る
。

　
急
な
山
坂
の
道
は
、
百
米
か
ら
二

百
米
間
隔
で
休
憩
場
が
あ
り
、
重
い

荷
物
を
背
負
っ
た
ま
ま
休
め
る
様
に

な
っ
て
い
た
。
付
近
に
は
、
決
っ
た

様
に
馬
（
牛
）
頭
観
音
像
の
墓
石
が

あ
り
、
信
仰
心
に
厚
い
門
徒
衆
は
、

労
苦
を
共
に
し
て
力
尽
き
果
て
た
牛

馬
に
対
し
て
も
、
手
厚
く
葬
っ
た
事

が
偲
ば
れ
る
の
で
あ
る
。

　
狭
い
耕
地
、
焼
畑
を
や
っ
て
も
二
、

三
年
で
岩
肌
が
現
わ
れ
る
斜
面
、
質

入
れ
し
よ
う
に
も
担
保
と
な
る
耕
地

の
無
い
村
。
地
震
、
雷
と
云
う
け
れ

ど
も
此
処
で
は
、
弥
津
に
海
津
（
共

に
高
利
貸
）
に
執
行
吏
（
農
工
銀
行
）

と
云
う
の
で
あ
る
。
然
し
、
貧
し
い

事
が
悪
い
事
と
は
限
ら
な
い
。
此
処

三
十
年
間
他
に
移
っ
た
土
地
が
無
い

ば
か
り
で
な
く
、
水
田
面
積
の
三
十

％
近
く
を
、
周
辺
部
落
に
求
め
、
進

出
し
て
い
る
現
実
は
語
る
に
価
す
る

と
思
わ
れ
る
。
過
疎
の
言
葉
は
莇
平

に
限
っ
て
ピ
ン
と
は
来
な
い
。
部
落

と
し
て
の
適
正
規
模
化
に
進
ん
で
い

る
と
、
云
っ
た
方
が
的
を
得
た
感
じ

で
あ
る
。

　
豊
か
で
な
い
、
条
件
に
恵
ま
れ
て

い
な
い
と
云
う
前
に
、
青
年
達
は
夫

々
ユ
ニ
ー
ク
な
道
を
求
め
て
、
努
力

し
励
ん
で
い
る
姿
は
実
に
素
晴
ら
し

い
。
錦
鯉
の
ト
ロ
フ
ィ
が
並
び
、
莇

平
の
小
正
月
行
事
が
県
写
真
展
で
金

的
を
射
止
め
る
と
は
夢
想
だ
に
し
な

か
っ
た
。
十
一
月
市
場
で
も
又
々
最

優
秀
牛
が
生
ま
れ
て
い
る
。
牛
歩
、

全
く
其
の
通
り
牛
歩
で
あ
る
。

　
昭
和
三
十
年
代
の
初
め
、
何
処
よ

り
も
遅
れ
て
立
ち
上
っ
た
青
年
達
、

身
を
挺
し
て
の
水
稲
病
害
虫
防
除
活

動
、
六
百
俵
の
販
米
が
千
二
百
俵
に

達
し
た
記
録
は
忘
れ
る
事
が
出
来
な

い
。
人
力
の
限
り
に
気
付
い
た
昭
和

の
四
十
年
代
頭
初
、
行
政
の
力
を
待

ち
切
れ
ず
自
力
に
依
る
農
道
開
設
、

我
も
我
も
の
農
道
ラ
ッ
シ
ュ
、
投
資

効
果
が
低
過
ぎ
て
、
認
め
て
貰
え
な

い
も
の
が
殆
ど
。
で
も
、
効
果
の
低

い
も
の
程
大
切
に
す
る
の
で
は
と
云

っ
た
ら
、
ひ
が
み
で
し
ょ
う
か
。
五

十
年
代
に
入
っ
て
足
元
を
固
め
な
が

ら
、
六
十
年
代
を
迎
え
る
に
当
り
、

漸
く
蕾
が
ふ
く
ら
み
始
め
た
と
申
し

た
ら
云
い
過
ぎ
で
し
ょ
う
か
。

　
部
落
正
面
の
山
に
は
樹
令
三
十
年

近
い
杉
林
、
公
民
館
が
欲
し
く
て
我

慢
な
ら
ず
夢
見
て
植
え
た
も
の
。
十

五
年
近
く
も
休
ま
ず
手
入
れ
し
た
も

の
は
立
派
で
あ
る
。

　
莇
平
に
来
て
是
非
見
て
貰
い
た
い

も
の
に
、
鎮
守
の
森
の
石
段
が
あ
る
。

其
の
数
百
三
十
八
段
、
片
手
に
足
り

な
い
青
年
会
員
で
あ
っ
て
も
、
団
結

と
は
百
万
馬
力
に
も
勝
る
事
を
教
え

て
呉
れ
ま
す
。
だ
が
、
残
念
な
も
の

が
一
つ
。
北
越
北
線
実
現
に
魅
せ
ら

れ
て
、
負
け
じ
と
百
三
回
の
陳
情
を

重
ね
作
っ
て
頂
い
た
農
道
と
其
の
先

の
橋
、
三
十
七
・
七
米
の
赤
い
橋
は

実
に
見
事
。
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
渦

さ
れ
て
、
そ
れ
か
ら
先
は
断
念
、
目

下
釣
キ
チ
の
専
用
。
部
落
の
飛
躍
を

夢
見
た
産
業
道
路
と
、
サ
ニ
ー
ラ
イ

ン
の
計
画
は
日
の
目
を
見
ず
に
し
ぽ

ん
で
し
ま
っ
た
。
其
の
先
の
先
、
常

峯
寺
線
を
町
が
骨
折
っ
て
下
さ
っ
た

事
が
、
せ
め
て
も
の
救
い
で
あ
り
ま

す
。
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、、

　
明
治
二
三
年
（
九
五
年
前
）
第
一

回
の
総
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
総
選
挙
と
言
っ
て
も
年
令

二
五
才
以
上
の
男
子
、
直
接
国
税

一
五
円
以
上
の
納
付
者
に
限
定
さ
れ
、

現
在
と
は
比
較
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
後
「
我
々
に
も
選
挙
権
を
」

と
い
う
運
動
に
よ
り
大
正
十
四
年
（

六
〇
年
前
）
の
法
改
正
で
二
五
才
以

上
の
男
子
に
よ
る
普
通
選
挙
法
と
な

り
、
昭
和
三
年
の
総
選
挙
か
ら
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
敗
戦
に
よ
り
新
選
挙
法
が
公
布
さ

れ
（
四
〇
年
前
）
婦
人
参
政
権
の
夢

が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
二
一
年
第
二
二
回
の
総
選
挙

が
行
わ
れ
、
二
〇
才
以
上
の
男
女
平

等
の
選
挙
で
婦
人
代
議
士
も
多
く
誕

生
し
ま
し
た
。

　
戦
争
の
な
い
豊
か
な
時
代
に
慣
れ

す
ぎ
た
せ
い
で
し
ょ
う
か
。
投
票
率

が
低
下
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
選
挙
の
権
利
だ
け
は
大
切
に
行
使

し
た
い
も
の
で
す
。

集会など⑦飲食代
●

Oo町内新算会々場

の
　
　
　
　
ン

、
9

　
戸
、
㌔

　
＾
ρ
．
乙
㌧

晒
。

．
）

G
っ
）

ノ榔

選
挙
ひ
と
く
ち
メ
モ

明
る
い

　
選
挙
や
政
治
を
き
れ
い
に
す
る
た

め
に
は
選
挙
に
お
金
が
か
か
ら
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で

す
。　
そ
し
て
そ
れ
は
公
職
に
つ
い
て
い

る
人
や
候
補
者
に
な
ろ
う
と
す
る
人

達
ば
か
り
で
な
く
、
有
権
者
も
ま
た

協
力
し
な
け
れ
ば
実
現
す
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ひ
と
り
ひ
と
り
の
理
解
と
自
覚
が

強
く
期
待
さ
れ
る
の
で
す
。

　
選
挙
に
お
金
が
か
か
る
と
い
わ
れ

る
本
当
の
原
因
は
選
挙
期
間
中
に
行

う
選
挙
運
動
費
用
で
は
な
く
て
、
日

贈
ら
な
い
・

　
　
⑱選
挙
を
め

常
の
選
挙
区
内
の
有
権
者
に
対
す
る

お
付
き
合
い
の
た
め
の
費
用
に
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
起
工
式
、
落
成
式
、
卒
業
式
や
葬

式
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
祝
儀
、

見
舞
、
香
典
な
ど
の
名
目
で
支
出
す

る
金
額
は
、
年
間
を
通
し
て
み
れ
ば

大
変
な
額
に
の
ぼ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
候
補
者
に
し
て
み
れ
ば
、
ふ
だ
ん

か
ら
選
挙
区
の
有
権
者
と
の
つ
な
が

り
を
大
事
に
し
て
お
か
な
い
と
、
い

ざ
選
挙
と
い
う
と
き
に
自
分
を
支
持

し
て
く
れ
な
い
心
配
が
あ
る
の
で
、

ど
う
し
て
も
断
ち
切
れ
な
い
面
も
あ

る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
、

求
め
な
い

　　　　　じロパ　　　　　　ゆ

も．羅養
1　　　　　　　　　■一　，　イの’　　　1

　　　　　稽。　9　’
心

’
団
俳禰翌一ン

ー難　　●．1（

●

爵

さ選
挙
に
お
金
が
か
か
る
大
き
な
原
因

と
な
り
、
ひ
い
て
は
選
挙
や
政
治
の

腐
敗
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
の
で

す
．　
こ
の
た
め
昭
和
五
十
年
七
月
の
公

職
選
挙
法
の
改
正
で
は
、
現
に
公
職

に
つ
い
て
い
る
人
や
候
補
者
に
な
ろ

う
と
す
る
人
は
、
特
定
の
場
合
の
ほ

か
は
、
い
っ
さ
い
選
挙
区
内
に
あ
る

者
に
対
し
寄
附
を
し
て
は
な
ら
な
い

こ
と
と
さ
れ
、
ま
た
誰
で
も
こ
れ
ら

の
人
達
に
対
し
て
こ
の
よ
う
な
寄
附

を
要
求
し
た
り
、
勧
誘
し
た
り
し
て

は
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。

受
け
取
ら
な
い

誘舞1峰と物
寄付・お西陰どン

　
　
酬
δ
》

繰
翻

　
　
．
．
賦

1ハーづ

筑
鰯

δ
痴

婚嬬視し盆即

　　　お祝し品＿・？

諜博◎騨
　　　　　　聖　　　　　週

〕l　N、1公

乞ユ
亀巳』o
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酔
っ
て
い
な
い
と
思
っ
て
も

　
　
　
体
は
十
分
酔
っ
て
い
ま
す

　
　
“
♪
オ
ラ
は
死
ん
じ
ま
つ
た
だ
～
”
と
い
う
歌
が
昔
流
行
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
歌
は
酔
つ
払
い
運
転
を
し
て
死
ん
で
し
ま
つ
た
人
の
こ

と
を
パ
ロ
デ
ィ
化
し
た
も
の
で
す
が
、
こ
の
歌
で
も
分
か
る
よ
う
に
酔
つ

払
い
運
転
は
、
死
を
背
負
っ
た
運
転
と
い
え
ま
す
。

　
酒
酔
い
運
転
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
酒
気
帯
び
運
転
も
道
路
交
通
法
で

禁
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
百
も
承
知
の
は
ず
。

そ
れ
で
も
、
車
を
運
転
し
て
し
ま
う
人
た
ち
の
言
い
訳
は

　
「
あ
ま
り
酔
っ
て
い
な
い
と
思
っ
た
か
ら
」
と
か
「
少
し
し
か
飲
ん
で

い
な
い
か
ら
」
　
「
自
分
は
酒
に
強
い
か
ら
」
な
ど
で
す
。

　
し
か
し
、
い
く
ら
お
酒
に
自
信
の
あ
る
人
で
も
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
体
の

機
能
に
間
違
い
な
く
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。
体
が
運
転
を
す
る
に
は
適
さ

な
い
次
の
よ
う
な
状
態
に
な
つ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
1　

気
持
ち
が
大
き
く
な
り
、
無
理
な

追
い
越
し
や
割
り
込
み
な
ど
を
平
気

で
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

2

ど
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
居

眠
り
を
し
が
ち
に
な
り
ま
す
。

3注
意
力
が
散
漫
に
な
る

居
眠
り
運
転
を

　
　
　
し
や
す
く
な
る

　
ア
ル
コ
ー
ル
に
は
睡
眠
作
用
が
あ

り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
人
間
の

神
経
な
ど
に
麻
酔
薬
と
同
じ
働
き
を

し
ま
す
。
体
が
疲
れ
て
い
る
と
き
な

　
周
囲
に
対
す
る
気
く
ば
り
、
注
意

力
が
鈍
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
前

の
車
ば
か
り
に
気
を
と
ら
れ
、
横
か

ら
出
て
く
る
自
動
車
や
歩
行
者
を
見

落
と
し
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
な
り

、
，
　
購
瓢

　
　
　
　
　
　
　
　
（
甕
．
鼠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

4反
応
が
鈍
く
な
る

　
と
っ
さ
の
判
断
が
鈍
く
な
り
、
動

作
が
遅
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。
つ
ま

り
、
前
方
の
車
が
急
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
て
も
そ
れ
に
反
応
し
き
れ
ず
、
追

突
し
た
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。

5

　　

雪
国
の
新
し
い
都
市
型
公
害
を
防
ぐ

似　　“

脱
ス
パ
イ
ク
”
を
心
が
け
よ
う

姻似
　
ほ
こ
り
が
ひ
ど
く
て
窓
が
開
け
ら

似
　
　
、
。
　
　
　
　
　
　
　
、

運
転
動
作
が

　
　
ぎ
こ
ち
な
く
な
る

　
ア
ル
コ
ー
ル
で
マ
ヒ
し
た
大
脳
は

運
動
機
能
を
低
下
さ
せ
ま
す
。
そ
の

た
め
ハ
ン
ド
ル
操
作
や
ギ
ヤ
・
チ
ェ

ン
ジ
な
ど
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
な
く

な
り
、
蛇
行
運
転
を
し
た
り
し
て
し

ま
い
ま
す
。

　
　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
十
二
月
か
ら
一
月
に
か
け
て
は
、

何
か
と
お
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え
ま

す
。ら
飲
む
な
」
を
地
域
や
職
場
、
家
族

ぐ
る
み
で
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
酒
類
を
提
供
す
る
飲
食
店

経
営
者
の
方
は
、
車
を
運
転
す
る
お

客
さ
ん
に
は
お
酒
を
出
さ
な
い
と
か

万
一
飲
ん
だ
と
き
は
車
の
エ
ン
ジ
ン

キ
ー
を
預
か
る
な
ど
、
真
に
思
い
や

り
の
あ
る
配
慮
を
し
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
。

姻
れ
な
し
　
洗
濯
物
が
外
に
干
せ
な
し

蘇
ー
ー
こ
ん
な
苦
情
が
雪
国
で
多
く
な

似
っ
て
い
ま
す
．

似
　
主
な
原
因
は
、
冬
場
に
、
自
動
車

似似
に
つ
け
る
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
が
道
路

姻
を
削
り
、
そ
の
ほ
こ
り
が
空
に
舞
っ

猷奴
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
は
騒
音
の
も
と
に

猷
な
っ
た
り
、
道
路
に
わ
だ
ち
を
，
掘
っ

“
て
泥
は
ね
の
原
因
に
な
る
な
ど
、
雪

猷
国
の
生
活
環
境
を
悪
化
さ
せ
て
い
ま

似姻
す
．

姻似
　
ほ
こ
り
の
量
は

似似
　
　
　
夏
場
の
＋
倍

似　
　
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
は
雪
道
や
氷
の

似似
張
っ
た
道
で
は
、
普
通
の
タ
イ
ヤ
で

似
は
得
ら
れ
な
い
制
動
（
ブ
レ
ー
キ
）

似
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、

グ

「
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
、
乗
る
な
姻
力
と
安
全
性
を
確
保
し
て
く
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
似
　
》
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
似
し
ヵ
し
　
そ
れ
以
外
の
道
で
は
、
鋭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
似
い
ス
。
ハ
イ
ク
が
道
を
削
っ
て
し
ま
う

似
の
で
す
．

姻　
　
仙
台
市
で
昭
和
六
十
年
に
調
べ
た

姻、
姻
降
下
ば
い
じ
ん
量
は
、
夏
場
の
約
十

似
倍
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
道

姻
路
に
引
か
れ
て
い
る
横
断
歩
道
や
路

姻似
面
標
示
な
ど
は
、
　
一
冬
で
消
え
て
し

似
ま
い
ま
す
。
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
は
、

醸
そ
れ
だ
け
道
路
を
削
っ
て
し
ま
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ザ
グ
ケ

　
　
　
　
　
　
　
ー
魏
“
ノ
一
岬
一
”

盗
呂
”
絃
　
湯
薮

訂
嫉
乙

　
　
　
　
　
　
鰺
幽
　
／

　
　
　
　
じ
ぞ

、
讐
”
矯
穆
／

い
る
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
“
ク
ル
マ
公
害
”
を

防
ぐ
に
は
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
な
る

べ
く
つ
け
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
、
も
し
つ
け
る
と
き
は
次
の
点
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
雪
の
降
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
は

使
わ
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
こ
ま

め
に
タ
イ
ヤ
を
つ
け
替
え
る

▼
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
（
ス
。
ハ
イ

ク
ピ
ン
の
な
い
冬
道
用
タ
イ
ヤ
）
な

ど
を
つ
け
る
よ
う
に
す
る

　
　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
よ
る
公
害
は
、

雪
国
の
新
し
い
都
市
型
公
害
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
公
害
を
防
ぐ
に

は
、
車
に
乗
る
人
、
一
人
ひ
と
り
の

協
力
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
心
に

と
め
て
く
だ
さ
い
。
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欄醗轡、騨瞬、
　　熱麟膿暴撫

防災
シリーズ⑫1

k ～ゾ．！7！）誌＿　　＿

’鷲α＼｝
　　　　　　，量
　　　　　　　6
　　　　　　　　　　》、

⑱

芸能人へのあこがれ

おとしより

こどもを

類プ

9　　　ゆ

火災から

　　守ろう。

ク
麟

・O

形

消防福祉50日運動実施中！

　消防署では、今まで火災予防運動や無火災

運動を実施して来ましたが、このたび、11月

15日～1月3日までの50日間“消防福祉50日

運動，，を実施することになりました。

　目的としましては、地域ぐるみの火災予防

思想の普及を図りもって火災の発生を防止し、1

特に、身体不自由者、老人、子供等、身体的　1

弱者の死傷事故や、火災による財産の損失を　｛

防ぐことです。　　　　　　　　　　　　　　　～

　地域住民の暖かい御協力をお願いします　　ン

　中学生にとって芸能界のアイドルとは、ひょっとしたら“あ

したの私”かもしれない、身近な存在なのです。素人の時代な

どといわれ、いわゆる“ぽっと出”がいきなリテレビに出て、

スポット・ライトを浴びる世の中です。

　タレントの低年齢化とともに、いまプロ・スカウトの目は小・

中学生に向けられているといわれます。芸能プロダクション、

劇団、モデル業界などからの勧誘も多く、一部では塾の誘いに

匹敵するほどといいます。都会では、街を歩いていて声をかけ

られることも少なくありません。いまの中学生は、ある意味で

　“当事者”であり、芸能界のあれこれは決して別世界の出来事

ではないのです。

■“明日はわが身”のアイドル像

　若い人が芸能界・アイドルにあこがれる風潮は、いまに始ま

ったことではありません。現在、中・高生を子供に持つ親の世

代は、年齢的にいって、ロカビリーやグループサウンズ全盛の

ころに思春期を送ったはずです。ですから子供がアイドルに熱

中するのも、ある程度お分かりでしょう。かといって、　“時が

たてば熱もさめるだろう。一種のハシカみたいなものだから”

などと、かつての自分の体験をもとに判断していたのでは見誤

ることがあります。お父さん、お母さんの世代にとってのアイ

ドルは、自分とは次元の違う別世界の存在でした。しかし、い

まの子供たちにとっては、明日のわが身であるかもしれない“身

近な存在”という一面があります。そういう意識が、芸能界・

アイドルヘのあこがれをよりいっそうかきたてるのです。

■生活が乱れたときは要注意

　一人のファンとして、子供自身の日常生活が大きく変わるよ

うなことがないかぎり、ことさら神経質になることはないでし

よう。家庭と学校での生活そして友達関係……こうしたふだん

の生活の中でアイドルの存在が一つの蟻潤滑油”として機能し

ているかぎり、それはむしろ、いいことかもしれません。

　しかし、お金の使い方が荒くなったり、日々の生活領域を越

えた親の知らない友達ができ、毎日帰りが遅くなるなど“没入”

し始めると要注意です。

　「学校を休んで○○の公演に行く」「夏休みは家族でどこへも

行かなくていいから、○○ショーに行かせて」「今日の夜、零時

過ぎまでテレビ局の前にいるから家には帰れない」　　この種

の話が子供の口から出たら、親子ゲンカが派手になっても子供

が死ぬの生きるのと騒いでも、断固として止めることです。

■グルーピーの仲間入りは断固阻止

　また、グルーピーなどと呼ばれる“親衛隊”に入ることだけ．

は、体を張ってでもやめさせましょう。グルーピーになる女の

子のいちばんの関心事は、自分がどうすればアイドルを独占で

きるかということです。もはや“あこがれ”どころではなく、

一種の“末期的な熱病”のように、のめりこむことそれ自体が

生きがいになってしまいます。その結果、性格も変わってしま

い、親を親とも思わなくなったり、自分を高めていこうという

向上心も失われていきがちです。こうなっては、厄介です。く

れぐれもグルーピーの仲間入りには断固阻止を！
〔指導〕岩佐壽夫・前警視庁世田谷少年センター・カウンセラー
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利子の非課税貯蓄の

手続きが変わります

≡61年1目1日から………

　
銀
行
や
証
券
会
社
な
ど
の
金

融
機
関
へ
お
金
を
預
け
る
と
き
、

マ
ル
優
や
特
別
マ
ル
優
制
度
が

あ
り
、
非
課
税
貯
蓄
申
告
書
な

ど
を
提
出
す
る
と
、
利
子
に
税

金
が
か
か
ら
な
い
こ
と
や
郵
便

貯
金
の
利
子
に
は
税
金
が
か
か

ら
な
い
こ
と
は
、
皆
さ
ん
よ
く

ご
存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
昭
和
六
十
一
年
一
月
一
日
か

ら
、
こ
の
手
続
き
が
少
し
変
わ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
改
正
の
内
容
を
説
明
し
ま

し
よ
・
つ
o

　
≡
≡
＝
≡
≡
一
…
一
≡
≡
一
一
…
≡
一
≡
＝
一
…
＝
≡
≡
≡
≡

　
　
マ
ル
優
の
場
合

　
…
＝
…
…
≡
≡
…
一
≡
≡
≡
＝
＝
…
≡
一
一
≡
一
≡
≡
一
…
≡

・
：
－
－
，
一
　
マ
ル
優
制
度
の
適
用
を
受

㎜
－
…

．
…
…
・
け
る
た
め
の
本
人
確
認
の
手

続
等
が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
①
非
課
税
貯
蓄
申
告
書
を
提
出
し

　
よ
う
と
す
る
際
、
住
民
票
の
写
し

　
な
ど
（
表
参
照
）
所
定
の
書
類
を

　
提
示
し
て
氏
名
、
生
年
月
日
お
よ

　
び
住
所
を
告
知
し
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
く
な
り
ま
し
た
。

②
金
融
機
関
等
は
、
告
知
さ
れ
た

　
事
項
を
確
認
し
た
場
合
は
、
非
課

　
税
貯
蓄
申
告
書
等
に
確
認
を
し
た

　
旨
の
証
印
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

　
せ
ん
。

本人確認をするときに有効な書類

　　　　　　　　　1　　　　　　　　　：本人確認を受けようとする日
住民票の写し　　・
　　　　　　　　　iの6か月以内に作られたもの。

　　　　　　　　　：
印鑑証明　i
　　　　　　　　　：
保　険　証　i
　　　　　　　　　：
年金手帳　i
　　　　　　　　　旨
免　　許　　証　　i本人確認をする日に有効な

　　　　　　　　　1もの
　　　　　　　　　1

「
，
2
，
一
　
　
こ
の
取
り
扱
い
は
、
昭
和

・
…
…
㎞
　
六
十
一
年
一
月
一
日
以
後
に

預
け
入
れ
を
す
る
預
貯
金
等
に
つ
い

　て

適
用
さ
れ
ま
す
。

凹
－
：
…
副
　
　
昭
和
六
十
年
十
二
月
三
十

…
3
…
一

，
…
…
、
　
一
日
以
前
か
ら
マ
ル
優
を
利

用
し
て
い
る
場
合
は
、
昭
和
六
十
一

年
一
月
一
日
以
後
新
た
に
預
貯
金
な

ど
の
預
け
入
れ
な
ど
を
す
る
と
き
に
、

新
た
に
本
人
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を

受
け
た
上
、
非
課
税
貯
蓄
申
告
書
を

再
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
の
預

け
入
れ
は
非
課
税
貯
蓄
申
告
書
の
再

提
出
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
①
マ
ル
優
を
利
用
し
た
普
通
預
金

　
等
の
利
子
や
給
与
な
ど
の
振
替
に

　
よ
る
預
け
入
れ
（
自
動
振
替
定
期

　
預
金
な
ど
）
で
、
昭
和
六
十
三
年

　
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
預
け
入

　
れ
を
す
る
場
合
。

　
②
預
貯
金
の
書
替
継
続
に
よ
る
預

　
け
入
れ
で
、
昭
和
六
十
一
年
一
月

一
日
以
後
最
初
に
預
け
入
れ
を
す

る
場
合
。

　
な
お
、
二
回
目
の
書
替
継
続
の

時
期
が
昭
和
六
十
六
年
二
月
一
日

以
降
で
あ
る
場
合
に
は
、
昭
和
六

十
六
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
に
非

課
税
貯
蓄
申
告
書
を
再
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
…
≡
一
一
…
≡
…
＝
一
≡
≡
≡
≡
＝
≡
一
一
≡
＝
…
≡
≡
≡

特
別
マ
ル
優
の
場
合

　
≡
≡
…
≡
…
≡
一
一
≡
≡
＝
…
≡
＝
≡
一
一
…
≡
…
一
…
≡

　
特
別
マ
ル
優
制
度
を
利
用
す
る
場

合
に
は
、
マ
ル
優
制
度
と
同
様
に
、

所
定
の
本
人
確
認
の
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
扱
い
は
、
昭
和
六
十
一

卿灘鱒欄辮灘伽　
辮
　
幸
せ
多
い
人
生
を
（
結
婚
）

撚心鼎”灘㈱欄卿灘卿”欄醐
相
澤
利
次
　
6
6
歳
　
松
代

ぬ
心
富
澤
ム
ラ
　
7
2
歳
　
太
平

が

卿
牧
田
セ
キ
8
8
歳
峠

が
輔
柳
　
シ
イ
　
7
7
歳
　
松
代

が

備
醤
蔵
6
3
歳
菅
刈

欄
イ
野
島
ヨ
ウ
8
1
歳
　
会
沢

∞∞

柳
　
セ
キ
　
78
歳
　
松
代

“　

鷲
尾
敏
謡

欄　鮒　
㎜
げ
ん
き
な
よ
い
子
に
（
讐

　
戸
籍
の
窓
ロ

岬
齊
木
　
稔
・
小
堺
春
子

“　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
子
・
憲
保
）

欄
鈴
木
孝
雄
●
村
山
八
重
子

燃
　
　
　
　
　
　
（
松
代
．
福
栄
屋
）

　
　
　
　
　
　
＋
月
受
付
分

卿
松
山
　
瞬
　
父
峰
夫
・
母
睦
子

欄
　
　
　
　
（
二
男
．
犬
伏
．
辰
円
）

灘
　
　
　
　
父
等
・
母
み
つ
子

榊
　
　
　
　
（
二
女
・
池
之
畑
・
板
屋
）

欄
　
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
戸
畑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
千
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
年
佐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸
具

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
年

㎜
　
　
松
代
．
東
北
電
力
社
宅

年
一
月
一
日
以
後
に
購
入
す
る
公
債
㈱
市
川
好
美

に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

改
正
に
伴
う
経
過
措
置
に
つ
い
て
は
、

マ
ル
優
制
度
の
場
合
と
同
じ
で
す
。

　
≡
…
≡
＝
≡
≡
≡
一
＝
≡
≡
≡
…
≡
…
一
≡
≡
…
≡
…
≡

　
郵
便
貯
金
の
場
合

　
≡
≡
一
≡
≡
…
一
≡
一
…
…
一
…
≡
一
≡
≡
一
＝
≡
一
≡
≡
…
≡

　
郵
便
貯
金
に
つ
い
て
も
、
昭
和
六

十
一
年
一
月
一
日
以
後
に
預
け
入
れ

を
す
る
際
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
所

定
の
書
類
を
提
示
し
て
氏
名
、
生
年

月
日
お
よ
び
住
所
を
告
知
し
、
通
帳

等
に
確
認
を
し
た
旨
の
証
阻
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。



こうほう・まつだい（11月号）1”lll”ll”llll”iII””Ill川Ill”il”1””1”II”IllII”IIll””””””1川IIII””ll“ll”III””llll”1””””川”Ill””””ll””1””II””””116

芸文

一∈麗叢　　　　，　　　　『

『　ド，郵

俳
句
柿
の
実

　
　
　
　
　
滝
沢
柳
　
静
水

き
ず
だ
ら
け
の
刈
田
に
皮
肉
雨
し
と

ど米
出
し
が
終
わ
り
完
納
祝
い
か
な

栗
拾
い
児
等
歓
声
を
挙
げ
な
が
ら

裏
庭
の
柿
の
実
た
わ
わ
大
藁
屋

笛
の
音
は
鎮
守
の
森
や
星
月
夜

短
歌

草
野

和
作

偏
差
値
も
教
育
マ
マ
も
こ
こ
に
な
く

生
徒
ら
夕
陽
浴
び
て
稲
刈
る

村
は
ず
れ
の
稲
架
木
は
い
ま
だ
闇
の

中
に
昨
日
刈
り
た
る
稲
か
け
る
声

し
ば
ら
れ
て
泣
き
叫
ぶ
幼
き
君
が
浮

か
ぶ
草
の
屋
敷
跡
古
り
し
柿
の
木

手
を
叩
き
友
と
歌
い
し
「
幸
せ
の
歌
」

月
照
る
今
夜
思
い
出
ず
る
も

　
し
ぶ
み
句
会

長
雨
に
稲
架
解
く
こ
と
も
遅
れ
が
ち

栗
の
い
が
掃
く
竹
帝
備
え
お
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

腰
に
錠
高
稲
架
を
解
く
長
梯
子

背
に
夕
日
稲
架
も
夕
日
の
中
に
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

秋
晴
や
和
菓
子
求
め
る
老
婦
あ
り

離
農
せ
る
藁
屋
の
庭
の
秋
ざ
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

日
焼
田
を
締
め
る
畦
も
と
草
紅
葉

稲
雀
く
の
字
く
の
字
の
百
羽
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

参
道
に
菊
飾
る
棚
造
ら
れ
て

腰
の
ば
し
又
腰
の
ば
し
稲
刈
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

読
み
疲
れ
目
を
遊
ば
せ
る
草
紅
葉

草
紅
葉
バ
ス
待
つ
客
の
た
だ
一
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

母
の
忌
や
石
坂
登
れ
ば
紅
葉
舞
う

紅
葉
の
兆
し
あ
る
山
ま
た
時
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

秋
晴
や
窓
の
く
も
り
し
バ
ス
に
乗
る

晴
れ
る
ら
し
城
山
裾
に
霧
か
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
　
根

背
を
伸
ば
し
立
ち
止
り
し
て
紅
葉
道

こ
お
ろ
ぎ
の
か
細
く
な
り
て
秋
終
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

過
疎
の
村
柿
紅
葉
し
て
な
お
淋
し

虫
す
だ
く
秋
深
ま
り
て
野
は
静
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
　
仙

点
滴
の
窓
に
入
道
雲
高
く

リ
ハ
ビ
リ
の
辛
き
も
い
つ
か
枯
尾
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嫡
史

高
稲
架
に
か
く
れ
て
村
の
分
教
場

稲
架
解
け
ば
出
稼
ぎ
の
日
の
近
づ
け

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

　
蒲
生
句
会

屋
根
に
落
つ
柿
に
目
覚
め
し
夜
半
哉

母
の
手
の
茗
荷
が
匂
う
肩
を
揉
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と

笑
み
浮
か
べ
新
米
送
る
女
の
群
れ

不
出
来
だ
と
笑
顔
で
老
夫
鉢
の
菊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紫
　
煙

雪
囲
ラ
ジ
オ
の
音
を
大
に
せ
り

畦
を
打
つ
音
の
ひ
び
き
や
山
粧
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ

稲
埃
背
中
に
と
め
て
ひ
と
休
み

か
け
足
で
通
り
抜
け
る
子
稲
埃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折

選
穀
を
籾
の
躍
り
て
下
り
お
り

伝
来
の
古
き
摺
鉢
と
ろ
ろ
汁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
の
こ
組

人
住
み
し
跡
地
や
靡
く
狗
尾
草

籾
殼
を
焼
く
煙
立
て
り
朝
茜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕

小
き
ざ
み
に
打
つ
畦
野
菊
密
に
咲
く

秋
田
掻
ぎ
口
尖
ら
せ
て
ア
メ
を
受
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

一
病
を
得
て
息
災
や
き
の
こ
汁

秘
め
や
か
に
猫
が
踏
む
な
り
草
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
峰峰葉　女くく山　　日　　人　　堂　　煙　　人　哉　　　花け

『
史
花

園
芸
｝
ロ
メ
モ

　
“
松
代
園
芸
愛
好
会
”

　
樹
形
の
い
ろ
い
ろ

　
　
㈲
　
石
付
き

　
断
崖
絶
壁
に
し
が
み
つ
い
て
い
る

樹
木
、
荒
波
に
け
ず
り
と
ら
れ
た
絶

海
の
孤
島
の
老
松
の
姿
な
ど
を
あ
ら

わ
す
樹
形
で
す
。

　
石
付
け
に
は
二
つ
の
作
風
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
一
つ
は
鉢
を
使
う
や
り

方
で
、
も
う
一
つ
は
水
盤
に
置
い
て

な
が
め
る
や
り
方
で
す
。
前
者
は
根

が
鉢
土
に
ま
で
及
ぶ
よ
う
に
し
て
あ

り
、
石
と
根
張
り
と
上

部
の
調
和
を
楽
し
み
ま

す
が
、
後
者
は
石
に
つ

け
た
ケ
ト
土
だ
け
に
根

を
張
ら
せ
て
あ
る
の
で
、

鉢
の
か
わ
り
に
水
盤
を

用
い
、
そ
れ
に
水
を
た

た
え
、
と
き
に
は
砂
を

あ
し
ら
っ
て
鑑
賞
す
る

方
式
で
す
。

　
使
用
す
る
石
は
木
の

付
け
方
が
容
易
で
、
根

が
な
じ
み
や
す
く
、
水

揚
げ
も
よ
く
、
石
肌
の

変
化
に
富
ん
だ
凹
凸
模

様
の
多
い
竜
眼
石
で
す
。

　
　
根
張
　
り

　
根
張
り
に
つ
い
て
は
さ
ほ
ど
気
に

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
い
う

の
は
、
石
に
つ
け
る
と
根
は
た
い
へ

ん
発
達
す
る
か
ら
で
す
。
た
と
え
ば

カ
エ
デ
な
ど
は
、
根
が
石
を
抱
い
て

し
ま
う
ぐ
ら
い
発
達
し
ま
す
。

　
　
幹

　
石
と
木
の
調
和
を
考
え
て
幹
模
様

を
付
け
ま
す
。
石
付
け
は
植
え
替
え

が
で
き
な
い
か
ら
、
木
の
生
成
後
の

こ
と
を
よ
く
考
え
て
行
い
ま
す
。

　
　
石
付
き
に
む
く
樹
種

　
八
ツ
房
エ
ゾ
マ
ツ
、
ゴ
ヨ
ウ
マ
ツ

ト
シ
ョ
ウ
、
シ
ン
パ
ク
、
カ
エ
デ
、

コ
メ
ツ
ツ
ジ
な
ど
で
す
。

爵

カエデの石付き


